
聖書的終末論と殉教の神学

2026年中東大戦における軍事戦略の変質と最終戦争への構造的動機

分析レポート 2026年3月12日



序論：「完全勝利」が招いた終末的
対決

2026年2月28日、米国・イスラエル共同軍事作戦「オペレーション・エピック・フューリ
ー」は、イランの最高指導者アリ・ハメネイ師の殺害という前例のない「首取り作戦」を

完遂しました。しかしこの戦術的「完全勝利」は、皮肉にも戦略的な出口を封鎖し、紛争

を回避不可能な終末的対決（エスカトーン）へと変質させました。

戦火の拡大

レバノン南部・イラク・ペルシャ湾全

域へ拡大

原油価格

バレルあたり120ドル突破。イランは
200ドルへの上昇を予告

分析の視点

軍事戦略と宗教思想の融合という観点から紛争の構造を解明



第1章

イスラエル側：極右政権の「聖書的地理観」と神権的領有戦略

軍事戦略の変質

ベングヴィール国家治安相・スマトリッチ財務相に象徴される極右神権政

治勢力にとって、軍事戦略はもはや「国防（Security）」ではなく、「救済
（Redemption）」のための手段へと変質しています。

「エラツ・イスラエル」の完全掌握

2025年7月23日、クネセットで採択された「ユダヤ・サマリアおよびヨル
ダン渓谷における主権適用」決議は、占領地を「イスラエルの不可分な一

部」と宣言。領土割譲を伴う妥協を「神への背信」と定義しました。スマ

トリッチ財務相はヨルダン川西岸の82%を併合対象とする地図を作成し、
パレスチナ国家の概念そのものを「埋葬」することを公言しています。



第三神殿再建と聖地の掌握

紛争の最も危険な核心は、エルサレムの神殿の丘（ハラム・アッシャリーフ）にありま

す。ベングヴィール国家治安相は長年の「現状維持（ステータス・クオ）」を組織的に破壊

し、ユダヤ人による祈祷を公然と許可・奨励しています。彼らにとって、岩のドームやア

ル・アクサ・モスクが建つ聖地の掌握は、メシア降臨の前提条件である「第三神殿」再建

に直結します。

軍事作戦に従事する一部のイスラエル兵士が制服に「第三神殿」や「メシア」の

パッチを着用している事実は、この宗教的野心が軍の下部組織まで浸透している

ことを示しており、外交的鎮静化を不可能にする「発火点」として機能していま

す。



イスラエル：政策・軍事行動と宗教的根拠（2026年3月現在）

政策・軍事行動 宗教的根拠 2026年現在の状況

ヨルダン川西岸の併合 「約束の地」の継承 82%の地域で主権適用を宣言

神殿の丘での祈祷奨励 第三神殿再建の布石 警察によるユダヤ人祈祷の黙認

南部レバノン侵攻 聖書的境界線の回復 リタニ川以南の完全無人化・実効支配

入植者への武器供与 聖戦（ジハード）への対抗 23万件の新規銃器ライセンス発行



第2章

米国側：福音派と「ハルマゲドン」
の地政学的実装

トランプ政権下の中東政策は、キリスト教福音派、特に「ディスペンセーション主義（時

代区分主義）」を信奉する勢力の終末観に深く規定されています。彼らにとって、中東にお

ける激化する戦争は回避すべき悲劇ではなく、聖書の預言が成就するための「待望のイベ

ント」です。

「神の計画」としての戦争

米軍内部の指揮官から「この戦争は神の計画の一部である」という訓示がなされた

との告発が相次いでいます。トランプ大統領は「ハルマゲドンの合図を灯し、イエ

スの再臨を準備するために神に選ばれた者」として描かれています。

「ゴグとマゴグの戦い」の現代的解釈

福音派の戦略家たちは、エゼキエル書やヨハネの黙示録に記された「ゴグとマゴグ

の戦い」が現代の中東で展開されていると確信。イスラエルがイラン（ペルシャ）

を攻撃することは、人類史の最終段階へ進む不可欠なステップとされています。



ピート・ヘグセスとキリスト教ナショナリズムの台頭

ペンタゴンの神学的転換

ピート・ヘグセス国防長官に象徴される現在のペンタゴン指導部

は、米国を「キリスト教国家」として再定義し、軍事力を「神の

意志を遂行するための剣」と見なしています。

ヘグセス氏はかつて「第三神殿の再建が可能でない理由はない」

と発言しており、こうした宗教的信念が軍事目標の選定や交戦規

定（ROE）に影響を及ぼしている可能性が高いです。

世俗的コスト計算の消滅

この神学的枠組みにおいて、経済的損失や兵士の生命といった世俗的なコスト計算

は、神の計画という大義の前では二次的な意味しか持ちません。

合理的な外交取引が成立する余地は、意思決定の最上層部において構造的に排除さ

れているのです。



第3章

イラン側：モジュタバ体制下の「殉
教の神学」と救済論

イラン側もまた、最高指導者ハメネイ師の死という壊滅的な打撃を、絶望ではなく「終末

の予兆」として捉え直すことで軍事的レジリエンスを維持しています。2026年3月8日に
選出されたモジュタバ・ハメネイ師は、シーア派特有の「殉教の神学」を軍事戦略の中核

に据えています。

「大混乱（Fitna）」の肯定
シーア派終末論では、マフディー再臨

直前に世界は圧倒的な混沌に包まれる

とされます。現在の攻撃をイラン指導

部はこの「大混乱」と解釈し、救済が

極めて近いことの証左として利用して

います。

「カルバラーの現代版」

ハメネイ師の暗殺は「カルバラーの現

代版」であり、これに殉じることが個

人の魂の救済と国家の精神的勝利を約

束します。このため「体制存続のため

の停戦」は「悪への屈服」と同義とな

り、事実上選択肢から消滅していま

す。

IRGCの「マフディズム」
革命防衛隊（IRGC）の指導層は自分たちを「マフディーの軍隊」として自己定義。ホ
ルムズ海峡の機雷敷設やドローン攻撃は、軍事的勝利よりも世界を「終末の対決」へ

引きずり込む宗教的実践としての性格を強めています。



三勢力の戦争目的と指導原理（2026年3月時点）
勢力 戦争の目的 指導原理

イラン（モジュタバ体制） 殉教を通じた「大混乱」の完遂 マフディズム（救世主待望論）

革命防衛隊（IRGC） 全領域における非対称的な報復継続 カルバラー・パラダイム（犠牲の精神）

代理勢力（ヘズボラ等） イスラエルの軍事・社会的基盤の破壊 抵抗の枢軸としての神聖義務



第4章

停戦を阻む「非共有」の論理：三つの断絶

通常の紛争解決プロセスが機能しないのは、当事者間に「共有された現実」が存在しないからです。2026年3月12日現在、外交的な妥協点は以下の三つの
次元で完全に否定されています。

1

第一の断絶：領土の画定

地政学 vs 神権地理
イスラエル右派にとって土地は「神からの信

託」であり、1センチメートルたりとも割譲
は神への裏切りです。イラン側もイスラエル

の存在を「聖地の不法占拠」と定義してお

り、地図上の妥協は論理的に不可能です。

2

第二の断絶：体制の承認

実務的共存 vs 悪の殲滅
米国の福音派とイスラエル強硬派にとってイ

ラン体制は「悪の枢軸」であり根絶すべき対

象です。イラン側も米国を「大悪魔」と呼

び、その排除を宗教的義務としています。ハ

メネイ暗殺を経て交渉のテーブルそのものが

消失しました。

3

第三の断絶：経済的利害

市場の論理 vs 陣痛の論理
原油価格120ドル超という状況は通常であれ
ば停戦圧力となりますが、当事者たちはこれ

を「終末に伴う陣痛」として肯定的に捉えて

います。イランは200ドルへの引き上げを警
告し、米国側もこの混乱を「救済へのコス

ト」として許容しています。



第5章

2026年3月の戦術的詳細：軍事行動に刻印された宗教的思想
レバノン南部：「エテン・ストロー」作戦

ヘズボラが開始した「エテン・ストロー（喰い散らされた藁）」作戦は、ク

ルアーン第105章に由来し、侵略者を神が滅ぼすという宗教的文脈で命名さ
れました。これに対しイスラエル軍は、史上最大規模となる50万人以上の
避難命令を発令。リタニ川を「イスラエルの北限」として事実上固定し、

聖書的な地理概念を軍事的に実装しようとする試みです。

ペルシャ湾：ホルムズ海峡の「黙示録的封鎖」

イランによるイラク領内でのタンカー攻撃（「ゼフィロス号」および「セー

フシー・ビシュヌ号」の炎上）は、単なるエネルギー供給妨害ではありま

せん。世界経済を極限まで混乱させることで西側諸国の「世俗的な安定」

を破壊し、終末的な決戦へと追い込むための計算された挑発です。イラン

のUN大使は1,348名の民間人犠牲者を「救済の門を開くための供物」とし
て位置づけています。



2026年3月12日現在の戦況統計

1,348+
イラン側死亡者数

ハメネイ師および軍幹部を含む

570+
レバノン側死亡者数

83名の子どもを含む

750,000+
レバノン避難民数

リタニ川以北への強制移動

$120
原油価格（ブレント）

史上最大の単日上昇を記録

19,000+
攻撃対象施設数（イラン）

77の医療施設を含む民間・軍事施設

21
米・イスラエル側死亡者数

米兵8名、イスラエル兵13名



結論：エスカトンへの一本道

2026年3月12日の現状において、この紛争はもはや「調整可能な利益の衝突」ではありま
せん。対峙する三者がそれぞれの「神のタイムテーブル」に従って行動し、互いの攻撃を

「預言の成就」として解釈し合う、自己完結的な終末論的ループに陥っています。

勝利の定義の変質

戦術的「成功」が戦略的「平和」に結びつかないのは、勝利の定義が「相手の完全

なる消滅」か「自らの殉教」に設定されているからです。

指導者たちの賭け

ネタニヤフ首相は政治的延命を、モジュタバ・ハメネイ師は神権的正統性を、トラ

ンプ大統領は支持基盤の信仰心を、それぞれこの戦争に賭けています。

構造的欠陥の帰結

「軍事戦略と宗教思想の融合」という構造的欠陥が解消されない限り、紛争は合理

的な妥協点を見出すことなく、「最終戦争（エスカトン）」へと突き進むリスクを孕

み続けます。現在の中東において、外交はもはや「沈黙」し、ただ「預言」の実現

を待つ軍靴の音だけが響いています。


